
第２号様式（第３関係） 

 

令和 8年度第 1回豊山町高齢者保健福祉審議会議事録 

 

１ 開催日時 令和 8年 8月 24日（月）午後３時 00分から午後 4時 00分まで 

 

２ 開催場所 豊山町役場 3階会議室 3 

 

３ 出席者 

（１）豊山町高齢者保健福祉審議会委員（8名） 

シルバー人材センター会長   水野典昌（会長） 

日本福祉大学教授     伊藤文人 

歯科医師会代表     小塚文雄 

民生委員協議会代表    小塚奈緒美 

福祉関係団体（老人クラブ連合会代表）  浅井惠子 

福祉ボランティア団体（赤十字奉仕団委員長） 安藤幸子 

㋵とよやまボランティア代表   中村里美（会長代理） 

一般公募      大鶴雅美 

（２）事務局（6名） 

生活福祉部長     井上武 

保険課長      佐藤美樹 

保険課介護グループ長    大下収悟 

保険課介護グループ主任    毛利文香 

地域包括支援センター社会福祉士主任     大山かなえ 

地域包括支援センター保健師主任       山田紗 

 

４ 議題 

（１）第 10次豊山町高齢者福祉計画・第 9次豊山町介護保険事業計画の現状等につい  

   て 

（２）【諮問事項】第 11 次豊山町高齢者福祉計画・第 10 次豊山町介護保険事業計画

の策定について③ 

 

５ 会議資料 

・次第 

・豊山町高齢者保健福祉審議会名簿（令和８・９年度） 

・豊山町高齢者保健福祉審議会条例等（資料１） 

・【議題（１）】第 10次豊山町高齢者福祉計画・第 9次豊山町介護保険事業計画の

現状等について（資料２） 

 ・【サービス利用見込量】取組と目標に対する自己評価シート等（資料２別添） 

 ・【議題（２）】【諮問事項】第 11 次豊山町高齢者福祉計画・第 10 次豊山町介護保

険事業計画の策定について③（資料３） 

 ・回答者基礎情報（ニーズ調査）（第１回審議会用）等（資料３別添） 

 

 

 



６ 議事内容（要点筆記） 

司会 はじめに服部町長よりご挨拶を申し上げます。 

町長 （町長挨拶、退席） 

司会 （会議資料１を使用して次第２「審議会の趣旨について」説明後、委

員、事務局の紹介） 

司会 続きまして、次第３の「会長の選出」に移ります。会長の選出につき

まして、ご意見等がございましたらお願いたします。 

委員 C 経験豊富な水野委員を会長に推薦します。 

司会 ただいま委員 Cから、水野委員に会長就任の推薦がございましたが、

このほかご意見はありますでしょうか。 

委員 （意義なし） 

司会 皆様の拍手をもちまして会長の承認としたいと思います。 

委員 （全員拍手） 

司会 ありがとうございます。続きまして、次第４「会長挨拶」に移ります。 

会長 （挨拶） 

司会 次第５「会長代理の選出について」に移ります。会長代理の選出は、

会長の指名で選出することとなっています。会長からご指名をお願いし

ます。 

会長 中村委員にお願いいたします。 

司会 会長から会長代理として中村委員のご指名がございました。中村委員

ご承認いただけますでしょうか。 

委員 （承認） 

司会 続いて議題に入ります。以降の審議会の議事進行につきましては会長

にお願いいたします。 

会長 議題に入ります前に、議事録署名委員の推薦をお願いします。浅井委

員、よろしいでしょうか。 

委員 （承認） 

会長 それでは、議題（１）「第 11 次豊山町高齢者福祉計画・第 10 次豊山

介護保険事業計画の現状等について」、事務局より説明をお願いします。 

事務局 （会議資料２を使用して説明） 

会長 委員のみなさんからご意見・ご質問をいただきたいと思います。 

委員 C 豊山町の場合、状態が重度化してから認定を受ける傾向があるとおっ

しゃっていましたが、過去に、住民から介護保険の相談を受けて、介護

認定について、現在の状態像を知る程度の気持ちで役場窓口へ問い合わ

せた際、「サービスを受ける前提で来てほしい。診断を受けるような軽

い気持ちで来てはいけない。」と受け取れる対応をされた経験がありま

した。現在は利用者がどのようなタイミングで介護認定の相談や申請に

来ることが多いのでしょうか。 

事務局 平成 31年頃（正：平成 28年）から総合事業が進められ、全国的に早

期のサービス利用を通じて重度化を防ぐことが重視されるようになり

ました。それ以前はそのような案内があった可能性もありますが、総合

事業の考え方が広まってからは、早めに気軽に相談していただく方向と

なっています。 



委員 C 家族が介護に直面するまで制度の内容がよく分からないという方も

多いと思います。介護認定も含めた介護保険制度全体における家族への

啓発活動をどのように考えていますか。 

事務局 相談窓口、地域包括支援センターなどについて、現在は介護が必要な

いと考えている健康な方に対しても、あらかじめ制度や相談先を知って

いただくことは重要だと考えています。健康なうちから、運動や外出な

どの介護予防の重要性をいかに早い段階から伝えていくかが課題の一

つであると考えています。 

委員 C 今後、課題の一つとしてご検討いただけるということですか。 

事務局 そのように考えています。どのようなアプローチが必要かという点に

ついては、次期計画策定の中で、皆さんからいただいたご意見を反映し

ていけたらと思います。 

会長 行政として色々な案内をしていると思いますが、介護保険制度に関す

るパンフレット等の案内は送付していますか。 

事務局 65 歳になられたタイミングで、介護保険サービスのパンフレット等

をお送りしています。 

介護サービスの利用に抵抗のある方もいらっしゃるので、介護サービ

スをまず身近に捉えていただき、自身のリスクを考慮してサービスを気

軽に利用してもらう事が課題の一つと捉えています。 

委員 F 相談窓口は、役場、地域包括支援センターのどちらに設置されている

のでしょうか。また、情報共有や連携はどのようになっていますか。 

事務局 現状、地域包括支援センターが最初の窓口となっています。以前は、

保健センターと同じ建物内に地域包括支援センターも入っていました

が、現在は町役場の介護保険担当の隣にあり、連携を強化しています。

また、地域包括支援センターは、相談しやすく、より親しみが持てるよ

う名称を「あおぞら」に変更しています。 

委員 F 予防として健康クラブ（正：体操教室）が立ち上がったと伺いました

が、そういうところにも地域包括支援センターの方はいらっしゃるので

すか。 

事務局 はい。地域包括支援センターが体操教室などを開催してます。 

委員 F まずは地域包括支援センターに相談に行けばよい、という案内をして

いるのでしょうか。 

事務局 その通りです。地域包括支援センターの窓口でお話を伺い、要介護認

定の申請となれば隣の介護グループに繋ぐなど連携をとっています。 

委員 F サービスを使おうかなという時に初めて相談に行くと思いますが、そ

の場合の窓口は地域包括支援センターになるのでしょうか。 

事務局 その通りです。なお、地域包括支援センターでは、9月に認知度向上

やご自身の健康チェックを行う図るためのイベントを開催する予定で

す。皆様の中で、「こういうこともしたらどうか」というご意見があれ

ばいただきたいと思います。 

委員 A 高齢者人口の推移について、2032 年には団塊ジュニアの世代が後期

高齢者に入っていきます。先ほど予防の話が出ましたが、20年や 25年

の長期視点で見ていくと、65 歳前後で啓発をするということも大事で

すが、もう少し若い世代の方へのアプローチも必要だと考えます。 



認定率については、性別や居住形態別で見ることができると、詳細な

分析ができるのではないでしょうか。介護保険サービスが介入すべきポ

イントを判断するためにも、詳細な分析をするとよいと思います。 

事務局 ありがとうございます。認定者については、在宅介護実態調査の分析

を進め、次回 10月の審議会でお話しできればと思います。 

会長 議題（１）につきまして、承認いただける方は拍手をお願いします。 

委員 （全員拍手） 

会長 続いて、議題（２）「【諮問事項】第 11 次豊山町高齢者福祉計画・第

10次豊山町介護保険事業計画の策定について③」、事務局より説明をお

願いします。 

事務局 （会議資料３を使用して説明） 

会長 ご意見・ご質問がありましたらお願いします。 

会長 アンケート回収率について、在宅介護実態調査では、なぜ前回に比べ

下がっているのでしょうか。また、在宅介護改善調査の対象は介護事業

者であるにも関わらず、回収率は 50％程度ですが、なぜこの回収率と

なったのでしょうか。 

事務局 在宅介護実態調査等については、前回と同じように、未回答者に対し

て回答の勧奨通知を送る等の手続きは行った他、回答方法について、WEB

回答も可能とするなど、回答率を上げられるよう考慮しましたが、回答

率が下がった理由は分かっていません。 

委員 D 社会参加については、まさにアンケートの結果通りだと感じていま

す。老人クラブ連合会には 60 歳から加入できますが、働いている方が

多いことから、60歳代から入っていただくことは困難です。また、同様

に男性は加入しない傾向にあります。 

60 歳代の方は自分の趣味があることが多く、行政等の開催する体操

に参加してもらうことは難しいとも感じます。 

事務局 比較的年齢が若い方に対する方向性の一つとして、個人の趣味を後押

しできるような施策もよいのではないかと考えています。 

委員 D 85歳以上の社会参加率の向上についても、難しさを感じています。 

事務局 85 歳以上の社会参加率は低い傾向にありますが、高年齢の方ほど老

人クラブや行政が開催する体操教室を楽しみにしている割合が高いた

め、参加率は低くても必要性は高いと考えています。 

委員 C 民生委員は地域の身近な相談員として活動していますが、今回の調査

において、相談相手がいない１人暮らしの方がいるという結果が出たこ

とは、活動の難しさを表していると思います。民生委員が把握できる情

報が少なく、アプローチが難しい現状もあると思います。 

会長 １人暮らしの方と交流があった際には、相談先を伝えるようにしてい

ますが、個人情報の取り扱いの問題もあり、情報の把握は難しいと感じ

ています。 

事務局 私達もいかに１人暮らしの方の外出を促し、人との繋がりをつくるこ

とができるかが重要だと感じています。 

委員 B 人口が変わらないのに、高齢化率が上昇しているということは生産年

齢人口が減っているということでしょうか。 



事務局 その通りです。豊山町は、割と若い方が多いという印象ですが、全国

的な流れと同じく高齢化は進んでいます。 

委員 E １人暮らしの場合、窓口への相談が重要と思います。近所同士で付き

合いがあればよいですが、孤立している方も多いので、気軽に行ける窓

口があればよいと思います。 

事務局 私達も気軽に窓口に相談してもらえるようになると、早期のサービス

利用に繋がると考えています。 

会長 では、議題（２）につきまして、ご承認いただける方は拍手をお願い

します 

委員 （全員拍手） 

委員 全員の拍手により議題（２）は承認されました。 

以上を持ちまして、令和８年度第１回豊山町高齢者保健福祉審議会を

終了します。ご協力ありがとうございました。 

 

上記のとおり、令和８年度第１回豊山町高齢者保健福祉審議会の議事の経過及びそ

の結果を明確にするためにこの議事録を作成し、会長及び出席者１人が署名する。 

 

令和８年９月 17日 

会 長  水野 典昌 

 

署名人  浅井 惠子 

 


